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お客様へ 

このたびはニッポー製品をお買い上

げいただきまして、まことにありが

とうございます。 

この製品を安全に正しくご使用して

いただくために、お使いになる前に

この「取扱説明書」をよくお読みに

なり、十分に理解してください。 

お読みになったあとは大切に保管

し、必要なときにお読みください。 

【天窓制御、暖房制御、カーテン制御】 

換気コントローラ 

工

事

編 

初

期

設

定

編 

取扱説明書 



 

 
T6663-87G 2 

工事編 

１  安全上のご注意 

 

■ 工事を始める前には必ず本取扱説明書「工事編」をよくお読みください。 

■ 工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに、本取扱説明書に従って 

お客様に使用方法、点検について説明してください。 

■ 「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく施工してください。 

■ 本取扱説明書に示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですので必ず守ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

警告 

注意 

施設園芸用以外で使用しない 

他の用途には使用しないでくださ

い。事故や故障の恐れがあります。 

 

アース（Ｄ種接地）工事を確実に

行う 

故障や漏電のときに感電の 

恐れがあります。 

ぬれた手で、制御盤に触れない 

感電の恐れがあります。 

センサやオプション品（別売 

品）はニッポー指定品を使用する 

指定以外の部品を使用すると、事故 

や故障の恐れがあります。 

 

ぬれた手 
禁止 

指定部品 
使用 

工事や試運転が正しく行われて 

いるか確認する 

不備があると感電や火災の恐れ 

があります。 

作業時以外は端子台部のカバー 

をする 

感電の恐れがあります。 
作業時以外 
カバーをする 

工事・ 
試運転確認 
 

アース工事 

をすること 
転用禁止 

機器の設置工事・電気工事・試運転は、必ずお買い上げの販売店 

または工事業者が行う 

工事や試運転はお客様自身では行わないでください。 

不備があると、感電や火災の恐れがあります。 専門業者 

火災予防条例、電気設備に関する技術基準、電気工事はそれぞれ 

指定の工事業者に依頼するなど法令の基準を必ず守る 

守らない場合や法令違反になる場合、施工不備等により 

感電、漏電、動作不良または火災の恐れがあります。 法令順守 
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工事編 

２  全体構成 

 ２－１ 製品概要   

■ 換気ＮＡＶＩ（換気ナビ）はハウス内温度と降雨、追加オプションにより風向風速や 

日射量などを測定し、ハウスの換気、暖房、カーテンなどを相互に連携制御することで、

作物の生育に適した環境制御を行うコントローラです。 

■ 天窓は測定したハウス内温度毎に最大４系統を個別に制御可能です。 

 

 ２－２ 接続構成例   

 

 

※温度センサ２台目以降はオプション 

雨センサ 

天窓（換気窓）インターフェース盤 

※現地手配 

窓左１ 

系統１ 

温度センサ１ 

窓右１ 

気象測器 
ゲートウェイボックス 

オプション品 

温度センサ２ 温度センサ３ 温度センサ４ 

※ 窓出力と温度センサの系統番号は一致している必要があります。 

 

拡張出力の接続構成については４～６ページを参照してください。 

系統２ 系統３ 系統４ 

日射センサ 

ニッポー製制御器 

（拡張 BOX、CO2センサ等） 
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工事編 

２  全体構成 

 ２－３ 拡張出力の接続構成   

■ 拡張出力は接続する機器とその数によって下記のパターンから選択します。 

※ 暖房機、ヒートポンプは温度センサ、窓出力と系統番号を一致させてください。 

（一部例外：「１３－６ 暖房を制御するセンサの選択」参照） 

 

パターン ヒートポンプ 暖房機 送風機 保温カーテン 遮光カーテン 

Ａ － １～２台 － １系統 － 

Ｂ １台 １台 － １系統 － 

Ｃ １～２台 １～２台 － － － 

Ｄ － １～４台 － － － 

Ｅ － － － １系統 １系統 

Ｆ － １～２台 １～２台 － － 

 

■ 保温カーテン、遮光カーテンは窓出力端子を使って制御することもできます。 

詳細は「８ 棟数と系統数設定」を参照してください。 

■ オプションの出力拡張ボックスを使用し、接続する機器や制御する系統数を増設できます。 

その場合も換気ナビ本体の拡張出力は上記のパターンから選択し、 

不足分を出力拡張ボックスに接続し制御します。 

※ 上表の最大系統数は本体のみでの系統数です。 

（出力拡張ボックス、窓出力でのカーテン制御を除く） 

Ａ．暖房機、保温カーテン 

出力名 端子番号 接続機器 系統番号 備考 

拡張１ ２５，２６ 暖房機１ １  

拡張２ ２７，２８ 暖房機２ ２  

拡張３ ２９，３０ 保温カーテン（開） 
なし（共通） センサ１で制御 

拡張４ ３１，３２ 保温カーテン（閉） 

   

 

 

  
系統１ 系統２ 

保温カーテン 

インターフェース盤 

※現地手配 

暖房機１ 暖房機２ 
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工事編 

２  全体構成 

Ｂ．ヒートポンプ、暖房機、保温カーテン 

出力名 端子番号 接続機器 系統番号 備考 

拡張１ ２５，２６ ヒートポンプ１ なし（共通）  

拡張２ ２７，２８ 暖房機１ なし（共通）  

拡張３ ２９，３０ 保温カーテン（開） 
なし（共通）  

拡張４ ３１，３２ 保温カーテン（閉） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．ヒートポンプ、暖房機 

出力名 端子番号 接続機器 系統番号 備考 

拡張１ ２５，２６ ヒートポンプ１ １  

拡張２ ２７，２８ ヒートポンプ２ ２  

拡張３ ２９，３０ 暖房機１ １  

拡張４ ３１，３２ 暖房機２ ２  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

保温カーテン 

インターフェース盤 

※現地手配 

暖房機１ 

ヒートポンプ１ 

系統１ 

暖房機 1 

ヒートポンプ 1 

暖房機２ 

ヒートポンプ２ 

系統１ 系統２ 
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工事編 

２  全体構成 

Ｄ．暖房機のみ 

出力名 端子番号 接続機器 系統番号 備考 

拡張１ ２５，２６ 暖房機１ １  

拡張２ ２７，２８ 暖房機２ ２  

拡張３ ２９，３０ 暖房機３ ３  

拡張４ ３１，３２ 暖房機４ ４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ．保温カーテン、遮光カーテン 

出力名 端子番号 接続機器 系統番号 備考 

拡張１ ２５，２６ 遮光カーテン（開） 
なし（共通）  

拡張２ ２７，２８ 遮光カーテン（閉） 

拡張３ ２９，３０ 保温カーテン（開） 
なし（共通） センサ１で制御 

拡張４ ３１，３２ 保温カーテン（閉） 

   

 

 

 

  

系統２ 系統３ 系統１ 

暖房機１ 

系統４ 

暖房機２ 暖房機３ 暖房機４ 

系統１ 系統２ 

保温／遮光カーテン 

インターフェース盤 

※現地手配 

日射センサ（オプション） 

上：遮光カーテン 

下：保温カーテン 
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工事編 

２  全体構成 

Ｆ．暖房、送風機 

出力名 端子番号 接続機器 系統番号 備考 

拡張１ ２５，２６ 暖房機１ １ 
 

拡張２ ２７，２８ 暖房機２ ２ 

拡張３ ２９，３０ 送風機１ なし（棟毎） 棟番号毎に制御します 

（系統とは別） 拡張４ ３１，３２ 送風機２ なし（棟毎） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 送風機は暖房機と系統一致している必要はありません。 

暖房機の送風機や、ハウスの循環扇などに接続してください。 

 

  

暖房機 1 

送風機 1 

暖房機２ 

送風機２ 

系統１ 系統２ 
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工事編 

３  付属品の確認 

 ３－１ 標準セット   

■ 標準セット共通付属品（下記①～③のいずれかが付属します） 

コントローラ本体 取扱説明書 
温度センサ用 

系統番号シール 
雨センサ 一式 

 

 

 

   

 

■ 標準セット① 温度センサ＋ファン付き木製ボックス （注文形式：VEC-80-SS-01-**） 

ファン付き 

木製ボックス一式 
温度センサ 

 

 

 

 

 

 

■ 標準セット② 乾湿球センサ＋ファン付き木製ボックス （注文形式：VEC-80-SS-02-**） 

ファン付き 

木製ボックス一式 
ペア温度センサ 

 

 

 

 

 

 

■ 標準セット③ 温度センサ＋日除けカバー （注文形式：VEC-80-SS-03-**） 

日除けカバー 温度センサ 

 

 

 

 

 

※各セット注文形式末尾の「－＊＊」部分は、センサコードの長さを表しており、 

３０／６０（ｍ）のいずれかを選択します。 

※日除けカバーは温度精度保証されません。  
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工事編 

３  付属品の確認 

 ３－２ 追加センサ   

制御する系統数分のセンサが必要になります。 

 

■ 温度センサ+ファン付き木製ボックス （注文形式：VEC-80-01-**） 

ファン付き 

木製ボックス一式 
温度センサ 

 

 

 

 

 

■ 乾湿球センサ+ファン付き木製ボックス （注文形式：VEC-80-02-**） 

ファン付き 

木製ボックス一式 
ペア温度センサ 

 

 

 

 

■ 温度センサ+日除けカバー （注文形式：VEC-80-03-**） 

日除けカバー 温度センサ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各センサ注文形式末尾の「－＊＊」部分は、センサコードの長さを表しており、 

３０／６０ｍのいずれかを選択します。 

 

※日除けカバーは温度精度保証されません。 

 

※温度センサ＋日除けカバーの組み合わせのみ、センサコード長 100ｍを選択可能です。 

 センサコード長 100ｍの場合は温度精度保証されません。 

注文形式：VEC-80-03-A0 

 

詳細は付属の取扱説明書で 

確認してください。 

詳細は付属の取扱説明書で 

確認してください。 
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工事編 

３  付属品の確認  

 ３－３ オプション品   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 前ページの各種温度センサも、オプションとして最大４台分接続することが可能です。 

※ 乾湿球センサはペア温度センサを使用するため、２台分としてカウントします。 

■ 雨センサは標準セットで１台付属されていますが、最大２台での検出が可能です。 

■ 気象測器は、屋外に設置して「風向・風速」「マス式雨量」「外気温度／湿度」の 

測定を行います。より細かい制御を行うことが可能になります。 

また、風向、風速による自動開度調整をする場合に必要です。 

■ 日射センサは、屋外に設置して「日射量」の測定を行います。より細かい制御を行うこと

が可能です。 

■ 出力拡張ボックスは、出力の点数を１１点増設します。より多くの機器を制御することが

可能になります。 

■ クラウド通信用ゲートウェイボックスは、クラウドサービス「アイファームクラウド」に

接続するために使用します。（別途通信料が必要です） 

  

名称 形式 備考 

雨センサ ＮＰ５３３０－ＥＣ２０－ＮＳ 
雨センサ、防水ボックス 

延長コード２０ｍ 

気象測器 
ＡＧＣ－ＯＰ－０８－２０ 延長コード２０ｍ付き 

ＡＧＣ－ＯＰ－０８－５０ 延長コード５０ｍ付き 

日射センサ ＳＭＥ－３０ＷＡ－ＣＮＮ 
本体（ＲＳ４８５通信仕様）、 

取付金具一式 

日射センサ用コード 

ＮＰ５２８７－６０Ｆ コード長：１０ｍ 

ＮＰ５２８７－６１Ｆ コード長：３０ｍ 

ＮＰ５２８７－６２Ｆ コード長：６０ｍ 

出力拡張ボックス ＥＸＴ－ＯＵＴ－１１  

クラウド通信用 

ゲートウェイボックス 
ＧＷＢ－５００ 

使用には別途クラウドサー

ビスへの契約が必要です。 

通信コード 

（ツイストペアケーブル） 

拡張ボックス、クラウド用 

ＡＯＰ－０８－０５ コード長： ５ｍ 

ＡＯＰ－０８－１０ コード長：１０ｍ 

ＡＯＰ－０８－２５ コード長：２５ｍ 

ＡＯＰ－０８－５０ コード長：５０ｍ 

ＡＯＰ－０８－Ａ０ コード長：１００ｍ 
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工事編 

４  作業準備 

 ４－１ ハウス情報の確認   

■ 作業に必要な下記の情報を作業前に園主様に確認してください。 

項目 確認内容 回答メモ欄 

① 

ハウスのどちらを右、左として制御しますか？ 

また、本体の左右はハウスの左右と一致しますか？ 

（詳細は「１１ 本体とハウスの向き設定」参照） 

※園主様の感覚によるので、確認してから配線を行ってください。 

 

 

② 系統数（＝温度センサの数）はいくつですか？ １／２／３／４ 

③ 

上記の系統をどのように割り当てますか？ 

（どの棟、どの区画が何番ですか） 
※カーテン制御を１系統で行う場合、１系統目のセンサ（温度）で制御し

ます。 

※乾湿球（湿度）センサを使用する場合、１系統目の湿度を測定します。 

※暖房機のみ系統を天窓やセンサと別に設定できる場合があります。 

（「１３－６ 暖房を制御するセンサの選択」参照） 

 

④ 拡張出力の使用方法は「２－３ 拡張出力の接続構成」の 

Ａ～Ｆどのパターンですか？ 

Ａ／Ｂ／Ｃ／ 

Ｄ／Ｅ／Ｆ／ 

使用しない 

 

  

窓左側 窓右側 

換気ﾅﾋﾞ 

【回答例】 
・ハウス内で本体に向かった状態から見た左右 （推奨） 

本体とハウスの左右が一致するので直感的に設定しやすいです。 

・道路側が右、電柱側が右、など 

≪推奨≫ 

道路 

電柱 

窓右側 窓左側 
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工事編 

４  作業準備 

 ４－２ 工事に必要なもの   

■ 工事の前に、必要に応じて以下のものを用意してください。 

 

■ 接続ケーブル 

 

 

 

 

 

■ ネジ 

 

 

 

 

 

■ 設置用ポール（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ インターフェース盤 

換気ナビの出力は無電圧接点出力で、信号のみの出力です。 

天窓、各カーテンのモーター駆動用にインターフェース盤が別途必要です。 

 

■ その他 

換気ナビの納入範囲を確認の上、その他現地状況にあわせ必要な資材をご準備ください。 

 

用途 仕様 

電源ケーブル ＣＶまたはＶＣＴＦ ２．０ mm２以上 ２芯 

制御ケーブル ＣＶＶまたはＶＣＴＦ ０．７５ mm２以上 ２芯 

 

用途 仕様 

本体 取り付け 
Ｍ４ネジ×４本 

（設置場所に合わせて選定してください。） 

 

用途 仕様 

雨センサ 
鋼管１５Ａ／外径φ２１．７ 等 

ポールを垂直に施工するために必要な資材 

気象測器 

（オプション） 

鋼管４０Ａ／外径φ４８．６ 等 

ポールを垂直に施工するために必要な資材 

日射センサ 

（オプション） 

角鋼管５０×５０ 等 

ポールを垂直に施工するために必要な資材 
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工事編 

５  各機器の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５－１ 本体取り付け場所   

■ ボード、または壁面に垂直に固定できる場所に設置してください。 

■ 地面付近は設置しないでください。 

■ 風通しのよい、高温・高湿度にならない場所に設置してください。 

ＣＯ２発生器、暖房機の側面など高温・高湿度になる場所に設置すると、 

性能劣化や測定値の異常につながります。 

■ 直射日光が当たらない場所に設置してください。 

直射日光が当たる場合は、日よけ等を設置してください。 

長時間直射日光が当たると、表示が暗くなる等の性能劣化が発生する恐れがあります。 

 

 

 

● 工事や試運転は、必ずお買い上げの販売店または工事業者が 

行ってください 

工事や試運転はお客様自身では行わないでください。 

不備があると、感電や火災の恐れがあります。 

 

● 工事は元電源（ブレーカーなど）を切ってから行ってください 

本体のＡＣ電源スイッチはサービスマン用です。 

● 温度センサなどの付属品や別売品もニッポー指定品 

を使用してください 

指定以外の部品を使用すると、事故や故障の恐れがあります。 

 

注意 

固定できない場所 

 

地面付近 

 

 

警告 
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工事編 

５  各機器の設置 

 ５－２ 本体 外観図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５－３ 本体の設置   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

プラボックス内部、前面より、 

     Ｍ４ネジ（４本）で固定します。 

 

※ 取り付けネジは付属していません。 

 

※ 取り付け時にはプラボックスの 

扉を外してから作業してください。 

 

※ 扉が開くように右側のスペースを 

確保してください。 
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工事編 

５  各機器の設置 

 ５－４ 温度センサの系統番号貼付け   

■ センサの誤配線防止のため、あらかじめセンサに番号を割り当てます。 

■ コード長が複数ある場合があります。設置場所を考慮して番号を割り当ててください。 

※ センサの系統番号は、窓出力１～４の系統番号と一致している必要があります。 

配線前に必ず系統番号を確認してください。（「４－１ ハウス情報の確認」参照） 

■ 乾湿球センサを使用する場合は、下記表を参照して番号を割り当ててください 

センサ番号 ペアセンサ種類 シール番号  

乾湿球センサ１ 
乾球（灰色コード） センサ１  

湿球（赤色コード） センサ２～４（注１）  

乾湿球センサ２ 
乾球（灰色コード） センサ２  

湿球（赤色コード） センサ４  

注１：乾湿球センサが１台の場合、湿球の番号は空いている番号のうち一番若いもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 未使用のシールは取扱説明書と共に保管してください。 

※ 貼り間違いや紛失でシールを使用できない場合は、油性ペンなどでコードに直接番号を

記入してください。 

※ ファン電源ケーブルについてはシール貼付け不要です。 

※２台目以降はオプション 

センサ近くに製造番号が印

刷してあります。 

隠さないように注意してく

ださい。 

両端に同じ番号の系統番号シール（付属品）を貼付けてください。 

印字部分からコードに巻き付けるように貼付けてください。 
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工事編 

５  各機器の設置 

 ５－５ 温温度センサの設置   

■ 温度センサはオプション品による追加が可能で、最大４台接続します。 

■ 温度センサの系統番号は、窓出力１～４の系統番号と一致している必要があります。 

配線前に、必ず園主様に系統番号を確認してください。（「４－１ ハウス情報の確認」参照） 

■ 次の注意を守り、設置場所を選定してください。 

◎ センサのコード長は３０ｍ 、 ６０ｍまたは１００ｍです。 

本体との距離を考慮して設置してください。 

 

■ 設置方法 

ハウスの梁などに吊下げて設置してください。 

※ 木製ボックスの場合重量は約１kgです。荷重に耐えうるものへ吊下げてください。 

※ 詳しい設置方法は温度センサの取扱説明書を参照してください。 

日除けカバー付き温度センサは取り扱い説明書が付属しないので、 

下記を参考に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

●日除けカバー取付図 

日除けカバーに温度センサを通し、 

上部１箇所を付属の結束バンドで 

固定してください。 
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工事編 

５  各機器の設置 

 ５－６ 雨センサの設置   

■ 雨センサ１台は標準付属品です。 

■ オプション品による追加が可能で、最大２台接続します。 

■ 次の注意を守り、設置場所を選定してください。 

◎ 降雨を検知するセンサです。ハウス周辺の屋外に設置してください。 

◎ 木や建物等の陰にならない、降雨時に雨が当たる場所に設置してください。 

◎ 設置後もセンサ表面の清掃、保守が必要です。 

手の届く位置（高さ）に設置してください。（２ｍ以下を目安に） 

◎ 誤動作しないよう周囲の状況を考慮して設置場所を選定してください。 

雨どいや別売りオプションの気象測器、電線等にたまった雨が風等でセンサにかかり、 

降雨と誤認する事例が発生しています。 

◎ 接続ケーブルは２０ｍです。本体との距離を考慮して設置してください。 

 

■ 設置方法 

垂直に設置されたポール（現地手配）に、付属のＵボルトを使い設置してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｕボルト（付属）：２本 

ナット（付属）：４個 

ポール 

鋼管１５Ａ（外径φ２１．７ｍｍ）など 

※現地手配品 

荷重に耐えうる、十分な強度を持ったポール、

レールへ固定してください。 
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工事編 

５  各機器の設置 

 ５－７ 日射センサの設置   

■ 日射センサはオプション品です。 

■ 次の注意を守り、設置場所を選定してください。 

◎ 日射センサはハウス周辺の屋外に設置します。 

◎ 木や建物等の陰にならない場所へ設置してください。 

特に、気象測器と併用する場合は陰に入らない様注意してください。 

◎ 設置後も保守、交換作業ができるよう、５ｍ以下の高さを目安にはしごを掛けられる

強度を確保して設置してください。 

または、ポールを容易に倒せるようにパイプクランク等を使用してください。 

◎ 日射センサ用ハーネスは注文形式により異なります。（１０／３０／６０ｍ） 

本体との距離を考慮して設置してください。 

 

■ 設置方法 

垂直、または水平に設置した角鋼管に付属のコの字型ボルトを使い固定してください。 

※ 水平に取付けてください。 

傾いて設置をすると入射角による測定誤差を生じる可能性があります。 

※ 日射センサのケースを開けた場合は、防雨構造維持の為施工後に必ず 

ケースのネジ（４箇所）を締めつけてください。 

※ 詳しい設置方法は日射センサ付属の取扱説明書をご確認ください。 

 

  ●垂直取付け ●水平取付け 

コの字ボルト（付属）：２本 

ナット（付属）：４個 

角鋼管 

※現地手配品 

荷重に耐えうる、十分な強度を持った 

ポール、レールへ固定してください。 

●気象測器との位置関係イメージ 

※日射センサの方を高くする、

南側に設置する、など 

 日射センサが陰に入らない

ように設置すること 
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工事編 

５  各機器の設置 

 ５－８ 気象測器の設置   

■ 気象測器はオプション品です。 

■ 次の注意を守り、設置場所を選定してください。 

◎ ハウス周辺の屋外に、ハウスの長辺に並行する向きで設置します。 

◎ 気象測器本体に表記された「Ｗ」マークがハウス左、「Ｅ」が右になる方向で設置し

てください。（実際の方角と一致させる必要はありません） 

◎ 風向風速、外気温湿度、雨量を測定します。 

建物や木等の影響を受けない場所へ設置してください。 

◎ 設置後も保守、交換作業ができるよう、５ｍ以下の高さを目安にはしごを掛けられる

強度を確保して設置してください。 

または、ポールを容易に倒せるようにパイプクランク等を使用してください。 

◎ 接続ケーブルは注文形式により異なります。（２０／５０ｍ） 

本体との距離を考慮して設置してください。 

 

■ 設置方法 

垂直に設置されたポールに付属ブラケットとＵボルトを使い固定してください。 

※ 水平に取付けてください。（気象測器上部にある水平器を参考にしてください） 

※ その他の詳しい設置方法は気象測器付属の取扱説明書をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●設置方向  

●設置方法 

取付用部品 

（気象測器同梱） 

ポール 

（現地手配） 

荷重に耐えうる、 

十分な強度を持ったポール、 

レールへ固定してください。 

左        右 

〇ハウスと並行 ×逆向き ×斜め 

W      E 
左      右 

E      W 
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工事編 

６  電気配線の施工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本器の制御外で同じ電源ラインに誘導負荷がある場合には、スパークキラー（納入範囲外）

を取付けて誤動作を防いでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 工事や試運転は、必ずお買い上げの販売店または工事業者が行って

ください 

工事や試運転はお客様自身では行わないでください。 

不備があると、感電や火災の恐れがあります。 

● 火災予防条例、電気設備に関する技術基準、電気工事はそれぞれの

工事業者に依頼するなど法令の基準を必ず守ってください。 

法令違反になる場合や、施工不備により感電、漏電、動作不良 

または火災の恐れがあります。 

警告 

● アースは確実に行ってください 

故障や漏電の恐れがあります。Ｄ種接地工事を実施してください。 

● 工事は元電源（ブレーカーなど）を切ってから行ってください 

感電する恐れがあります。 

● ぬれた手で本器を触らないでください 

感電の恐れがあります。 

● 温度センサなどの付属品や別売品もニッポー指定品を使用 

してください 

指定以外の部品を使用すると、事故や故障の恐れがあります。 

注意 

注意 負荷から発生するノイズで本器が誤動作することがあります 

 

電
源 

ス
パ
ー
ク
キ
ラ
ー 

誘
導
負
荷 

ス
パ
ー
ク
キ
ラ
ー 

誘
導
負
荷 

本
装
置 
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工事編 

６  電気配線の施工 

 ６－１ 端子配列   

■ 下側端子台（３６極：１～３６） 

 

 

 

 

 

 

 

■ 左上側端子台（１２極：３７～４８） 

■ 左下側端子台（１２極：４９～６０） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ケーブル類の接続数が多くプラボックスの配線用穴が足りない場合は、 

現場にて穴を追加して配線してください。 
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工事編 

６  電気配線の施工 

 ６－２ 電源の接続   

 
 

 ６－３ 窓出力（インターフェース盤）の接続   

※ 窓出力１～４の系統番号は、センサの系統番号と一致している必要があります。 

窓出力の左右がハウスの左右に対応している必要があります。 

必ず園主様に各天窓の系統番号、ハウスの左右を確認してください。 

（「４－１ ハウス情報の確認」参照） 

※ 窓出力１～４の系統番号とセンサの系統番号、窓出力の左右表記とハウスの左右が一致し

ていることを確認しながら配線してください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３３ 

 

３５ 

 

３４ 

 

３６ 

ＡＣ１００ 

 ～２００Ｖ 

アース 

電源 

ＡＣ１００～２００Ｖ 

アース端子（端子番号３４，３６

のいずれか）には、 

Ｄ種設置工事を施してください 

 

開     閉       開     閉 

天窓１左側    天窓１右側 

※各系統の右側同士、左側同士の－端子は 

同じ端子（ＣＯＭ）に共締めしてください。 

0 

７      ８  …     …  ２３    ２４ 

左開２ 左閉２ …   … 右開４ 右閉４ 

…     … 

左側 右側   左側 右側   左側 右側 

天窓２     天窓３     天窓４ 

天窓２～４系統目がある場合は 

天窓１（左図）と同様に接続してください。 

天窓インターフェース盤 
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工事編 

６  電気配線の施工 

 ６－４ 各カーテンの接続（窓出力端子使用）   

■ 窓出力端子が余っている場合は各カーテンを接続可能です。 

詳細は「８ 棟数と系統数設定」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６－５ 拡張出力の接続   

■ 拡張出力の接続は、「２－３ 拡張出力の接続構成」を参照し、 

接続機器と接続する端子台を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開    閉 

保温カーテン 

開    閉 ヒートポンプ 

１～２系統 

暖房機 

１～４系統 

暖房機、ヒートポンプ、送風機は系統毎や棟毎に 

制御する場合があります。 

複数台使用する場合は園主様に確認してください。 

 

保温／遮光カーテンは 

全系統共通です。 

遮光カーテン 

出力拡張ボックスを接続することで制御する機器の種類や系統数を追加できます。 

送風機 

１～２ 

      

      

遮光    保温     遮光    保温  

            

開  閉  COM  開  閉   開  閉  COM  開  閉 

ハウス 

２棟目 

ハウス 

１棟目 
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工事編 

６  電気配線の施工 

 ６－６ 温度センサの接続   

■ センサの系統番号は、窓出力１～４の系統番号と一致している必要があります。 

配線前に、必ず園主様に系統番号を確認してください。 

（「４－１ ハウス情報の確認」参照） 

■ 各センサに系統番号シールを貼ってから作業してください。 

（系統番号シールについては「５－４ 温度センサの系統番号貼付け」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４９  

５０ 

５１ 

５２ 

５３ 

５４ 

５５ 

５６ 

温度センサ① 

 

温度センサ②  

 

温度センサ③  

 

温度センサ④ 

４５  

４６ 

 

４７ 

４８ 

ＦＡＮ電源１ 

 

 

ＦＡＮ電源２ 

＋ 

－ 

 

＋ 

－ 

※電源１出力に対し、 

最大２台まで接続可能です。 

※２台目以降はオプション 

※乾湿球センサを使用する場合 

1台目 

●乾球（灰色コード） 

⇒温度センサ①へ 

●湿球（赤色コード） 

⇒系統数（センサの数）が、 

１の場合：温度センサ②へ 

２の場合：温度センサ③へ 

３の場合：温度センサ④へ 

 

２台目 

●乾球（灰色コード） 

⇒温度センサ②へ 

●湿球（赤色コード） 

⇒温度センサ④へ 

木製ボックスには、 

ＦＡＮ電源の接続が必要です。 

電源コード付属 

（３０／６０ｍ） 

センサケーブルは動力ケーブルと束ね

ないでください。 

誤動作の原因になる場合があります。 
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工事編 

６  電気配線の施工 

 ６－７ 雨センサの接続   

■ 雨センサが１台の場合 

「雨入力 １台目」に接続してください。 

 

■ 雨センサが２台の場合 

「雨入力 １台目」「雨入力 ２台目」にそれぞれ接続してください。 

電源は２台とも同じ端子に接続（共締め）してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５７ ＋ 

５８ － 

５９ 

６０ 

 

雨センサ電源 

  
雨入力 １台目 

雨入力 ２台目 

※２台目はオプション 

専用ケーブル 
（２０ｍ）付属 

センサケーブルは動力ケーブルと束ね

ないでください。 

誤動作の原因になる場合があります。 
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工事編 

６  電気配線の施工 

 ６－８ オプション品の接続   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３７ 

３８ 

３９ 

Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

ＲＳ－４８５通信②  

クラウド／ＰＣ など 

ＲＳ－４８５通信① 

ＣＮ３ 気象測器用コネクタ 

 

日射センサ（オプション） 

気象測器（オプション） 

Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

クラウド通信用 

ゲートウェイボックス（オプション） 

日射センサ電源 

ＤＣ２４Ｖ Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

＋ 

－ 

専用ケーブル 

（２０／５０ｍ）付属 

専用ハーネス 

（別売り） 

５／１０／２５／ 

５０／１００ｍ 

専用ハーネス 
（別売り） 
１０／３０／６０ｍ 

４０ 

４１ 

４２ 

４３ 

４４ 

Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

＋ 

－ 

ＲＳ－４８５通信③  

出力拡張ボックス／ 

日射センサ など 

通信ケーブルは動力ケーブルと束ねな

いでください。 

誤動作の原因になる場合があります。 

Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

出力拡張ボックス 

（オプション） 
専用ハーネス（別売り） 

５／１０／２５／５０ｍ 
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 ６  電気配線の施工 

 ６－９ ニッポー製制御盤との接続   

■ ニッポー製制御盤と接続、通信することで、換気ナビの機能を拡張します。 

■ 配線を数珠つなぎに、複数台接続可能です。 

■ 複数台接続する場合は、両端以外の機器の終端抵抗をＯＦＦにしてください。 

（操作方法は次ページ参照） 

 

ニッポー製制御盤 追加できる機能 備考 

出力拡張ボックス 拡張出力 １１点  

飽差ミニ 湿度センサ  

ＣＯ２ナビ ＣＯ２センサ  

ＣＯ２ナビアドバンス ＣＯ２センサ 
CO2 ﾅﾋﾞｱﾄﾞﾊﾞﾝｽの通信方式（K8）

を”ｺﾄﾞﾓ”に設定し使用 

飽差プラス 湿度センサ/ＣＯ２センサ 
飽差ﾌﾟﾗｽの通信選択（Pr75）を 

子機(2)に設定し使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＲＳ－４８５通信③ 

センサなど 

 

日射電源  

Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

ニッポー製制御盤Ｂ 

専用ハーネス 

（別売り） 

５／１０／２５／ 

５０／１００ｍ 

Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

ニッポー製制御盤Ａ 

日射センサ（オプション） 

Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

＋ 

－ 

４０ 

４１ 

４２ 

４３ 

４４ 

Ａ 

ＳＧ 

Ｂ 

＋ 

－ 

 

換気ナビ本体 

終端抵抗：ＯＮ（初期値） 

※図のように日射センサと制御盤の両方

と接続する場合は次ページを参照 

  
結線端の制御盤 

終端抵抗：ＯＮ 

  
結線端以外の制御盤 

終端抵抗：ＯＦＦ 

  

日射センサ 

終端抵抗：ＯＮ 

※日射センサは電源が必要なため、換気ナビと直接接続してください。 
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 ６  電気配線の施工 

 

 

 

  

通信基板 

本体の基板に取り付けられています。 

  

終端抵抗切替スイッチ 

ＯＮ：両方のスイッチを「ＯＮ」側へ 

ＯＦＦ：両方のスイッチを「ＯＦＦ」（番号）側へ 

ＯＮ     ＯＦＦ 

  

換気ナビは通信基板を３枚使用しています。 

日射センサと制御盤の両方と接続する場合のみ、 

通信３（左下）の通信基板の終端抵抗をＯＦＦにしてください。 

終端抵抗設定方法 
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７  初期設定ガイド 

■ 初期設定は各機器への配線工事が完了してから実施してください。 

■ 初期設定、確認完了後、元電源をＯＦＦしてください。 
電源再投入は、５秒程度間隔をあけてから行ってください。 

 

 ７－１ 初期設定一覧   

 

 

 

 

章番号 設定番号 内容 備考 

７－２ － 操作方法  

８ Ｓ２ 棟数と系統数の設定  

９－１ 
Ｓ３ 

～Ｓ５ 
天窓の開閉時間設定  

１０－１ 
Ｓ８ 

～Ｓ９ 
保温カーテンの開閉時間設定  

１０－２ 
Ｓ１０ 

～Ｓ１２ 
遮光カーテンの開閉時間設定  

１１ Ｓ１３ 本体とハウスの向き設定  

１２－１ Ｓ１４ ヒートポンプの動作選択 
ヒートポンプ 

を使用する場合のみ 

１２－２ Ｓ１５ 拡張出力の割付設定 拡張出力を使用する場合のみ 

１３－１ Ｓ１６ 風向風速計（気象測器）の設定 
気象測器（オプション） 

を使用する場合のみ 

１３－２ Ｓ１７ 日射センサの設定 
日射センサ（オプション） 

を使用する場合のみ 

１３－３ Ｓ１８ 湿度センサの設定 
湿度センサ（別売機器） 

を使用する場合のみ 

１３－４ Ｓ２０ ＣＯ２センサの設定 
ＣＯ２センサ（別売機器） 

を使用する場合のみ 

１３－５ Ｓ２１ ２台目雨センサの設定 
追加雨センサ（オプション）を使

用する場合のみ 

１３－６ 
Ｓ２２ 

～Ｓ２３ 
暖房を制御するセンサの選択 

棟-系統数が“１－３”“１－４”

の場合のみ 

１３－７ － 通信確認 通常モードにて 

９－２ 

１０－３ 

Ｓ２９ 

～Ｓ５０ 

窓、カーテン開閉時間の 

個別設定 

（２棟目以降の開閉時間設定） 

棟（ハウス）によって窓、カーテ

ンの開閉時間が異なる場合のみ 

※カーテンの個別設定には「出力

拡張ボックス」（オプション品）が

必要 

※窓の個別設定は本体のみで可能 
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７  初期設定ガイド 

 ７－２ 操作方法   

■ 初期設定は、本体右上のモニター表示部と、ツマミで操作します。 

 
 

 

①「詳細設定」ボタンを押し、詳細設定のメニューを表示します。 

②「詳細設定」ボタンまたは「ツマミ」で表示を切り替え、 

“ S:ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ ”で「内容」ボタンを押します。 

 

 

 

①「内容」ボタンまたは「ツマミ」で設定項目を選択します。 

②「アップ」「ダウン」ボタンで設定値を変更します。 

 

表示例 

 

 

 

 

 

※「内容」ボタンまたは「ツマミ」で次の項目に進むと設定内容が保存されます。 

 

 

  

 

  

S2:ｻｲﾀﾞｲ ﾄｳ-ｹｲﾄｳ 

1-1 

 
＜設定番号：設定項目＞ 

「内容」ボタンまたは「ツマミ」で変更 

 
＜設定値＞ 

「アップ」/「ダウン」ボタンで変更 

初期設定開始手順 

初期設定の変更手順 
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初期設定編 

８  棟数と系統数設定 

■ 最大の棟数（ハウス数）と棟ごとの系統数を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 棟－系統数の設定によっては、使用しない窓出力で遮光、保温のカーテンを制御できます。 

（接続については「６－４ 各カーテンの接続（窓出力端子使用）」を参照） 

 

例１：ハウス１棟、温度センサ３本の場合 

 

     

 

 

 

 

例２：ハウス２棟、温度センサ４本の場合 

 

   

 

 

  

表示 
ハウス 

棟数 

棟毎 

系統数 

窓出力端子での 

カーテン制御（※１） 

１－１ 

１ 

１ 遮光、保温各１系統 

１－２ ２ 遮光、保温各１系統 

１－３ ３ 遮光、保温各１系統 

１－４ ４ 不可 

２－１ 
２ 

１ 遮光、保温各２系統 

２－２ ２ 不可 

３－１ ３ １ 遮光、保温各１系統 

４－１ ４ １ 不可 

S2:ｻｲﾀﾞｲ ﾄｳ-ｹｲﾄｳ 

1-1 

 

１－１ 

  温度センサの数（１ハウス毎） 

  棟数（ハウス数） 

 “S2:ｻｲﾀﾞｲ ﾄｳ-ｹｲﾄｳ”を選択 

温度センサ３本 

系統（区画）が３つ  ⇒“１－３” 
センサ１ センサ２ センサ３ 

温度センサ４本 

系統（区画）が２つ  ⇒“２－２” 
センサ１ センサ２ センサ３ センサ４ 

暖房１ 暖房３ 暖房２ 暖房４ 
※この場合に限り、センサ番号と暖房の系統

番号が一致しません。 
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９  天窓の開閉時間設定 

 ９－１ 天窓の開閉時間設定   

■ 天窓の開閉時間を計測、入力します。 

 

 

 

 

 

■ 開閉方式（スイング式（ラック、アーム）／巻き上げ式）により測定方法が異なります。 

■ 全開／全閉とは、「開／閉の出力をＯＮしたままで自動的に停止する位置」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①インターフェース盤の手動スイッチで天窓を操作し、 

全開時間（「全閉」→「全開」）の時間を計測してください。（上図の①） 

②測定した秒数①を“ S3：ﾏﾄﾞ ﾍｲ -> ｶｲ ”に入力してください。 

③“ S4：ﾏﾄﾞﾍｲ -> 0% ”が「０」であることを確認してください。 

④インターフェース盤の手動スイッチ等で天窓を操作し、 

全閉時間（「全開」→「全閉」）の時間を計測してください。（上図の④） 

⑤下記の計算式で開閉比率を求め、“S5:ﾏﾄﾞｶｲﾍｲﾋﾘﾂ”に入力してください。 

 

開閉比率： ④（全閉時間） ÷ ①（Ｓ３/全開時間） × １００  

例 全開時間が１１０秒 全閉時間が９５秒 の場合 

９５ ／ １１０ × １００ ＝ ８６．４％  

（Ｓ５に入力） 

  

S3:ﾏﾄﾞ ﾍｲ -> ｶｲ 

  30 ［ﾋﾞｮｳ］ 
 
以降記載の手順により計測値又は計算値

を入力 

 S3～S5 を選択 

巻き上げ式 スイング式 

全閉位置 

④（全閉時間） 

 

①Ｓ３（全開時間） 

 

  

スイング式の場合 
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初期設定編 

９  天窓の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①インターフェース盤の手動スイッチ等で天窓を操作し、 

全開時間（「全閉」→「全開」）の時間（上図のＳ３）と 

「全閉」→「０％」の時間（上図のＳ４）を計測してください。 

②測定した全開時間を“ S3：ﾏﾄﾞ ﾍｲ -> ｶｲ ”、 

「全閉」→「０％」時間を“ S4：ﾏﾄﾞﾍｲ -> 0% ”に入力してください。 

③インターフェース盤の手動スイッチ等で天窓を操作し、 

全閉時間（「全開」→「全閉」）の時間を計測してください。（上図の③） 

④下記の計算式で開閉比率を求め、“Ｓ５”に入力してください。 

 

開閉比率： ③（全閉時間） ÷ Ｓ３（全開時間） × １００ 

例 全開時間が１１０秒 全閉時間が９５秒 の場合 

９５ ／ １１０ × １００ ＝ ８６．４％  

（Ｓ５に入力） 

 

 ９－２ 天窓開閉時間の個別設定   

■ 天窓の開閉時間を個別に設定することが出来ます。 

（開け幅や開閉方式の異なるハウスを 1台の換気ナビで制御する場合など） 

※天窓の開閉時間に棟毎の差がない場合は設定不要です。 

 

①多棟時間設定のパラメータ「S29：ﾀﾄｳｼﾞｶﾝ」を「ｱﾘ」に設定してください。 

 このとき、設定されている１棟目の情報が２～４棟目にコピーされます。 

（各カーテンも使用する場合は先にカーテンの１棟目を設定することをお勧めします） 

②「９－１ 天窓の開閉時間」の方法で２棟目以降の「全閉→全開」「全閉→0％」 

「開閉比率」を計測、計算してください。 

③対応するパラメータ（Ｓ３０～Ｓ４６）に値を入力してください。 

 パラメータの詳細と一覧は「取扱説明書 操作編」を参照してください。 

 使用しない棟のパラメータは制御に反映されないので設定不要です。  

全閉位置 ０％ 

 

全開位置 

（１００％） 樋（とい） 

 

①Ｓ４（全閉→０％） 

 ③（全閉時間） 

 

①Ｓ３（全開時間） 

 

 

巻き上げ式の場合 



 

 
T6663-87G 34 

初期設定編 

１０  各カーテンの開閉時間設定 

 １０－１ 保温カーテンの開閉時間／開閉比率の設定   

■ 以下の手順で、保温カーテンの開閉時間を計測して、詳細設定“ｼｽﾃﾑ”の 

“Ｓ８～Ｓ９”に入力します。 

全開／全閉とは、「開／閉の出力をＯＮしたままで自動的に停止する位置」です。 

①全閉 → 全開 の時間を計測し“S8：ﾎｵﾝｶｲﾍｲｼﾞｶﾝ”に入力 

②全開 → 全閉 の時間を計測しメモする 

③下記の計算式で開閉比率を求め、“S9：ﾎｵﾝｶｲﾍｲﾋﾘﾂ”に入力 

※特に傾斜張りでは、閉方向の時間が短くなります。 

 

開閉比率： 全閉時間（②）÷ 全開時間（①）× １００ 

例 ①が１８０秒 ②が１７０秒 

１７０／１８０ × １００％ ＝ ９４．４％ 

 

 １０－２ 遮光カーテンの開閉時間／開閉比率の設定   

■ 以下の手順で、遮光カーテンの開閉時間を計測して、詳細設定“ｼｽﾃﾑ”の 

“Ｓ１０～Ｓ１２”に入力します。 

全開／全閉とは、「開／閉の出力をＯＮしたままで自動的に停止する位置」です。 

⓪“S10：ｼｬｺｳｶｰﾃﾝ”を “ｱﾘ”に設定 

①全閉 → 全開 の時間を計測し、“S11：ｼｬｺｳｶｲﾍｲｼﾞｶﾝ”に入力 

②全開 → 全閉 の時間を計測 

③上記の計算式で開閉比率を求め、“S12：ｼｬｺｳｶｲﾍｲﾋﾘﾂ”に入力 

※特に傾斜張りでは、閉方向の時間が短くなります。 

 

 １０－３ カーテン開閉時間の個別設定   

■ 各カーテンの開閉時間を棟（系統）毎に個別に設定可能です。 

※各カーテンが系統毎に接続されている必要があります。 

出力拡張ボックス（別売り）を使用するか、 

天窓出力の余りをカーテン出力で使用（２棟１系統の場合のみ）してください 

■ 上記各カーテンの開閉時間／開閉比率の設定と同様に各数値を計測、計算して対応するパ

ラメータ（Ｓ３３～Ｓ５０）に入力してください。 

操作の詳細は「出力拡張ボックス取扱説明書」、 

入力するパラメータの詳細は「換気ナビ 取扱説明書 操作編」を参照してください。 
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１１  本体とハウスの向き設定 

 

■ コントローラ本体に向かって左手側が、ハウスの左右どちらかを設定します。 

■ 設定を切り替えることで、コントローラ本体の左右表示と窓出力の左右を反転させます。 

 

 

 

 

 

 

■ コントローラとハウスの左右一致（“ ﾊｳｽﾋﾀﾞﾘｶﾞﾜ ”）の例  

〇ハウスの左右が、ハウス内で本体に向かった状態での左右になる場合（推奨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ コントローラとハウスの左右逆転（“ ﾊｳｽﾐｷﾞｶﾞﾜ ”）の例  

〇ハウスの左右を「入口から見た左右」等本体の向きと無関係に決める場合 

〇ハウスの左右を「本体を背にして（振り返った状態で）の左右」とする場合 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

S13:ﾊﾞﾝﾋﾀﾞﾘｶﾞﾜ 

ﾊｳｽﾋﾀﾞﾘｶﾞﾜ  “ ﾊｳｽﾋﾀﾞﾘｶﾞﾜ ”／“ ﾊｳｽﾐｷﾞｶﾞﾜ ”から選択 

 S13：ﾊﾞﾝﾋﾀﾞﾘｶﾞﾜを選択 

左   本体   右 

左  天窓  右 

≪推奨≫ 

左   本体   右 

左  天窓  右 



 

 
T6663-87G 36 

初期設定編 

１２  拡張出力の設定 

 １２－１ ヒートポンプの動作選択   

■ ヒートポンプを使用しない場合は“ ﾅｼ ” 

暖房で使用する場合は“ ﾀﾞﾝﾎﾞｳ ” 

冷房で使用する場合は“ ﾚｲﾎﾞｳ ”を選択してください。 

     

 

 

 

 

 

 １２－２ 拡張出力割り付け   

■ 拡張出力の接続パターンを設定します。 

「４－１ ハウス情報の確認」参照 

 

 

 

 

  

パターン 表示値 参照ページ 

Ａ Ｄ１ Ｄ２ Ｈｏ Ｈｃ ４ページ 

Ｂ Ｈ１ Ｄ１ Ｈｏ Ｈｃ ５ページ 

Ｃ Ｈ１ Ｈ２ Ｄ１ Ｄ２ ５ページ 

Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ ６ページ 

Ｅ Ｓｏ Ｓｃ Ｈｏ Ｈｃ ６ページ 

Ｆ Ｄ１ Ｄ２ １Ｆ ２Ｆ ７ページ 

 

Ｄ＊：暖房機 

Ｈｏ：保温カーテン開 

Ｈｃ：保温カーテン閉 

Ｈ＊：ヒートポンプ 

Ｓｏ：遮光カーテン開 

Ｓｃ：遮光カーテン閉 

＃Ｆ：送風機（ファン） 

（＊は系統番号、＃は棟番号） 

  

S14:ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 

ﾅｼ  “ ﾅｼ ”／“ ﾀﾞﾝﾎﾞｳ ”／“ ﾚｲﾎﾞｳ ”から選択 

 S14:ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟを選択 

S15:ｼｭﾂﾘｮｸﾜﾘﾂｹ 

A D1 D2 Ho Hｃ  拡張出力の接続パターンをＡ～Ｆから選択 

 S15:ｼｭﾂﾘｮｸﾜﾘﾂｹを選択 
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１３  オプション品の接続設定 

 １３－１ 風向風速計（気象測器）   

■ 気象測器（オプション）を使用する場合のみ設定してください。 

■ 気象測器の取付向き（ハウスの左右と一致しているか）を再度確認してください。 

・正向き＞”ｱﾘ(ﾉｰﾏﾙ)”を選択 

・左右逆＞”ｱﾘ(ｷﾞｬｸﾃﾝ)” を選択 

・ハウスと並行に取り付けられていない＞取り付け直してください。 

（気象測器の取付向きについては「５－８ 気象測器の設置」参照） 

■ 全ての初期設定終了後、「１３－７ 通信確認」の確認を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 １３－２ 日射センサ   

■ 日射センサ（オプション）を使用する場合のみ設定してください。 

■ 全ての初期設定終了後、「１３－７ 通信確認」の確認を行ってください。 

     

 

 

 

 

 

 １３－３ 湿度センサ   

■ 乾湿球センサ、または湿度センサ付きの別売り機器を使用する場合のみ設定してください。 

■ 全ての初期設定終了後、「１３－７ 通信確認」の確認を行ってください。 

     

 

 

 

 

  

S16:ﾌｳｺｳﾌｳｿｸｹｲ 

    ﾅｼ 

”ｱﾘ(ﾉｰﾏﾙ)” 

使用しない場合：“ ﾅｼ ” 

正向きの場合：“ｱﾘ(ﾉｰﾏﾙ)” 

逆向きの場合：“ｱﾘ(ｷﾞｬｸﾃﾝ)” 

 S16:ﾌｳｺｳﾌｳｿｸｹｲを選択 

S17:ﾆｯｼｬｾﾝｻ 

ﾅｼ 
”ｱﾘ(ﾉｰﾏﾙ)” 
使用しない場合：“ ﾅｼ ” 

使用する場合：“ ｱﾘ ” 

 S17:ﾆｯｼｬｾﾝｻを選択 

S18:ｼﾂﾄﾞｾﾝｻ 

ﾅｼ 

”ｱﾘ(ﾉｰﾏﾙ)” 

使用しない場合：“ ﾅｼ ” 

使用する場合：接続する機器を選択 

“ｶﾝｷﾅﾋﾞ”（換気ﾅﾋﾞ乾湿球ｾﾝｻを 1系統のみ使用）／ 

“ｶﾝｷﾅﾋﾞ 2 ｾｯﾄ”（換気ﾅﾋﾞ乾湿球ｾﾝｻを 2系統使用）／ 

“ﾎｳｻﾐﾆ”（飽差ミニ）／“ﾎｳｻﾌﾟﾗｽ”（飽差プラス） 

※“ｶﾝｷﾅﾋﾞ 2 ｾｯﾄ”のみ 2系統の測定が可能 

他の湿度センサは 1系統のみ 

 S18:ｼﾂﾄﾞｾﾝｻを選択 
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初期設定編 

１３  オプション品の接続設定 

 １３－４ ＣＯ２センサ   

■ ＣＯ２センサ（別売り機器）を使用する場合のみ設定してください。 

■ 全ての初期設定終了後、「１３－７ 通信確認」の確認を行ってください。 

     

 

 

 

 

 

 １３－５ ２台目雨センサ   

雨センサ２台目（オプション）を使用する場合のみ設定してください。 

     

 

 

 

 

 １３－６ 暖房を制御するセンサの選択   

■ 暖房機１，２の制御に使う温度センサを変更できます。 

■ 暖房機の番号（Ｄ１，Ｄ２）と、系統番号（＝センサ番号）が 

一致しない場合のみ設定してください。 

■ 「S2:ｻｲﾀﾞｲﾄｳｹｲﾄｳ」を“１－３”又は“１－４”に設定したときのみ変更可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

S20:CO2 ｾﾝｻ 

   ﾅｼ 

”ｱﾘ(ﾉｰﾏﾙ)” 

使用しない場合：“ ﾅｼ ” 

使用する場合：接続する機器を選択 

“CO2 ﾅﾋﾞ”／“CO2 ﾅﾋﾞｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ”／ 

“ﾎｳｻﾌﾟﾗｽ”（飽差プラス） 

 S20:CO2 ｾﾝｻを選択 

S21:ｱﾒｾﾝｻ ﾎﾝｽｳ 

     1 
”ｱﾘ(ﾉｰﾏﾙ)” 
使用しない場合：“ 1 ” 

使用する場合：“ 2 ” 

 S21:ｱﾒｾﾝｻ ﾎﾝｽｳを選択 

S22: D1 ｾﾝｻ（1-3,4） 

     1  暖房１の制御に使う温度センサを選択：“1”～“4” 

 S22: D1 ｾﾝｻ（1-3,4）を選択 

S23: D2 ｾﾝｻ（1-3,4） 

     2  暖房２の制御に使う温度センサを選択：“1”～“4” 

 S23: D2 ｾﾝｻ（1-3,4）を選択 

系統番号（＝センサ番号） 

②       ①       ③ 

暖房機１ 暖房機２ 

■ 設定例 

暖房機１を温度センサ２ 

暖房機２を温度センサ３ 

で制御する場合 

Ｓ２２：“２” 

Ｓ２３：“３” 
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初期設定編 

１３  オプション品の接続設定 

 １３－７ 通信確認   

■ 下記のオプション品を接続した場合は、正常に動作していることを確認してください。 

■ 「終了」ボタンで詳細設定を終了し、モニター表示を 

「アップ」「ダウン」ボタン又は「ツマミ」で切り替え、下記の内容を確認してください。 

■ １０秒程度待っても０または空白の場合は通信出来ていません。 

・電源をＯＦＦし、５秒程度間隔をあけて再度ＯＮしてください。 

・設定を確認してください。 

・結線を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 初期設定、確認完了後、元電源をＯＦＦしてください。 
電源再投入は、５秒程度間隔をあけてから行ってください。 

 

  

日射センサの確認 

10)ｶﾞｲｷｼｮｳ 1    m/s 

 359°   1200w/m2 

 
“10)ｶﾞｲｷｼｮｳ 1“の画面で、右下に 

日射量が表示されていることを確認してください。 

気象測器の確認 

11)ｶﾞｲｷｼｮｳ 2    MJ 

 18.3℃  10.1mm/h 

 
“11)ｶﾞｲｷｼｮｳ 2“の画面で、左下に 

外気温が表示されていることを確認してください。 

湿度／ＣＯ２センサの確認 

12)ｿﾉﾀ    75%   

   450ppm  9.3g/m3  

“12)ｿﾉﾀ“の画面で 

・湿度センサ：右上に湿度 

・ＣＯ２センサ：左下にＣＯ２濃度 

が表示されていることを確認してください。 
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メンテナンス 

１４  消耗部品とメンテナンス 

 １４－１ ファン付き木製ボックス   

《定期的に部品交換が必要なもの》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《定期的にメンテナンスと確認が必要なもの》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １４－２ 日射センサ   

《定期的にメンテナンスと確認が必要なもの》 

 

 

 

 

 

  

○ 日射センサ 

半年に１回以上、点検してください。 

上窓が汚れていた場合、汚れを落としてください。 

汚れにより測定値が実際より減少します。 

※測定値が異常な場合は、 

サービスマンによる交換が必要です。 

※日射センサはオプション品です。 

 

○ 送風ファンモーター 

ファンが動作しない、動きが悪いなどの場合、 

交換が必要です。 

※交換はサービスマンによる作業が必要です。 

 

 

 

 

 

○ ファンフィルタ 

汚れている場合は水洗いしてください。 

汚れると風の通りが悪くなり、 

測定に誤差が生じます。 

※詳しい清掃方法はファン付き木製ボックスの 

取扱説明書を参照してください。 
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メンテナンス 

１５  ヒューズの交換 

 

 

 

 

 

 １５－１ ヒューズ定格   

 

 

 

■ 本製品が表示しない場合はヒューズが切れている可能性があります。 

■ ヒューズはホームセンター等で購入してください。（本製品には付属していません） 

■ 取り外したヒューズは各自治体の指示に従って廃棄してください。 

 

 １５－２ 交換手順   

■ 以下の手順でヒューズを交換してください。 

ヒューズ交換の際は元電源（ブレーカーなど）を切ってから作業してください。 

 

 ① 基板の電源スイッチをＯＦＦにする 

② ヒューズホルダをマイナスドライバーで左方向に押し回し、ホルダの蓋を取り外す。 

③ ホルダの蓋に付いているヒューズを取り換える。 

④ ヒューズを交換したホルダの蓋をホルダに取り付け 

「②」と同様に右方向に押し回し固定する。 

⑤ 元電源を投入して正常に動作することを確認する。 

 

 

 

  

形状（サイズ） ガラス管ヒューズ（φ５．２×２０ｍｍ） 

定格電圧／電流 ２５０Ｖ ／ ３．０Ａ 

 
②／④ ヒューズホルダ 
マイナスドライバーで押しながら回す 

  
③ ヒューズ + ホルダ蓋 

ヒューズは手で交換可能です 閉 

開 

  ①／⑤ 電源スイッチ 

注意 
● 元電源（ブレーカーなど）を切ってから行ってください 

感電するおそれがあります。   

● 指定以外のヒューズを使用しないで下さい。 

故障や発火の原因になります。 
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１６  仕様と保証 

■ 仕様 

製品名 換気ＮＡＶＩ（かんきナビ） 

電源 
ＡＣ１００Ｖ ～ ＡＣ２００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

※定格の９０％～１１０％以内 

形式 

ＶＥＣ－８０－ＳＳ－〇〇－〇〇 

     ３０：付属センサコード長３０ｍ 

     ６０：付属センサコード長６０ｍ 

    ０１：温度センサ＋木製ボックス付 

    ０２：乾湿球湿度センサ＋木製ボックス付 

    ０３：温度センサ＋日除けカバー付 

制御項目 

・天窓（巻上げ式/スイング式）最大４系統（棟） 

※スカシ制御機能付き 

・暖房（ハイブリッド暖房対応）最大４系統 

・冷房（ヒートポンプ） 

・保温カーテン 

・遮光カーテン ※日射による制御の場合は日射センサ必要 

・除湿（間接）  等 

出力 

１Ａ（ＡＣ２５０Ｖ）無電圧接点出力 

・窓出力：両天４系統 

・拡張出力：４点 

（ヒートポンプ/暖房/保温カーテン/遮光カーテン等から選択） 

入力（センサ） 

・温度センサ（ファン付木製ボックス）※最大４台 

・雨センサ ※最大２台 

・日射センサ ※オプション 

・気象測器 （風向風速/外気温度） ※オプション 

データ収集 

アイファームクラウド対応 

※別売のクラウド通信用ゲートウェイボックスと、クラウドサービス

への加入が必要 

周囲温度 動作時：０～５０℃ 保存時：－１０℃～５０℃ 

周囲湿度 
動作時：８５％ＲＨ以下 保存時：９０％ＲＨ以下 

（氷結、結露しないこと） 

取付け方法 
コントローラ本体：壁面へビスで固定 

雨センサ：単管または角菅へＵ字ボルトで固定 

質量 コントローラ本体：約７ｋｇ 

消費電力 ５０ＶＡ以下 
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１６  仕様と保証 

  保証条件 

  株式会社ニッポー( 以下「当社」といいます) は、当社がお客様に対して販売し納入した当社製品 

（以下単に「製品」といいます） に関して、以下のように保証条件を定めます。 

 

１． 保証期間 

製品の保証期間は、以下のとおりといたします。ただし、当社とお客様との間で締結する契約書、 

    その他当社がお客様に対して提示した見積書、カタログ仕様書等( 以下「契約書等」といいます) に 

    これと異なる定めがある場合は、その定めに準ずるものとします。 

 

    (1) お客様が当社から直接製品を購入した場合 

： お客様のご指定場所へ納入した日から 1 年間 

    (2) お客様が商社かを経由して製品を購入した場合 

： 当社が商社に納入した日から 1 年間 

ただし、お客様が、商品内容及び日付が明記されている納入伝票等により、商社から購入した日を 

証明できる場合には、お客様が商社から購入した日から 1 年間 

 

２． 保証範囲 

上記期間中に当社の責により製品に故障を生じた場合は、以下に該当する場合を除き、その製品の 

故障部分の交換、または修理を当社の責任において行います。ただし、契約書等にこれと異なる定めが 

    されている場合には、その定めに準ずるものとします。 

 

    （1） お客様による不適当な取扱い、ならびに使用が原因であると当社が判断する場合 

    （2） 故障の原因が納入した製品以外の事由が原因であると当社が判断する場合 

    （3） 当社以外の第三者( お客様を含みます) による改造、または修理が原因であると当社が判断する場合 

    （4） その他、天災、災害などで、当社の責にあらざる場合 

      なお、ここでいう保証は、当該製品単体の保証を意味するもので、当該製品の故障に誘発される 

        他の損害はご容赦いただきます。 

 

３． 保証内容 

上記２ 「保証範囲」記載の保証は、お客様が当社宛に当該製品を郵送し、当社が当該製品を 

交換または修理する方法により行うものとし、当社が当該製品の納入先その他お客様のご指定場所に 

    出向いたうえで修理・交換を行うことは保証内容に含まれません。 

      なお、当社が製品の納入先その他お客様のご指定場所に出向いたうえでの修理・交換は、 

    有償のサポートサービスとして別途承っております。 
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お問い合わせは下記へ 

TEL0120-963-166 
携帯電話･IP 電話からはこちらから 

TEL048-255-0066 
 

株式会社ニッポー 

ホームページ  http://www.nippo-co.com/ 

e-mail     info@nippo-co.com 
 

 

※住所・電話番号等は、変更になることがあります。あらかじめご了承ください。 

本 社 営 業 所 
TEL:048-255-0066 

FAX:048-253-2793 
〒332-0015 埼玉県川口市川口 2-13-20 

中 部 営 業 所 
TEL:0533-56-8407 

FAX:0553-56-8408 
〒442-0068 

愛知県豊川市諏訪 2-425 

ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ 3階 D号室 

大 阪 営 業 所 
TEL:06-6375-2201 

FAX:06-6375-2205 
〒530-0014 大阪市北区鶴野町 4 ｺｰﾌﾟ野村梅田 A-223 

島 根 営 業 所 
TEL:0854-52-2478 

FAX:0854-52-1142 
〒699-1822 島根県仁多郡奥出雲町下横田 750-1 

高 知 営 業 所 TEL:088-855-7481 〒783-0004 
高知県南国市大そね甲 2293-1 

ﾌﾛｰﾗﾙ赤堤 201号室 

熊 本 営 業 所 TEL:096-273-6233 〒861-4113 
熊本県熊本市南区八幡 11-1-11 

ｾﾄﾚ八幡 202号室 

tel:088-855-7481

